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通期連結業績予想と実績値の差異に関するお知らせ

2022 年 3 月 31 日に公表した 2022 年 3 月期通期連結業績予想と、本日公表の実績値との差異に

つきまして、下記のとおりお知らせいたします。

なお、当社は本日「2022 年 3 月期通期決算短信」を別途適時開示しております

記

1. 2022 年 3 月期通期連結業績予想と実績値の差異

（2021 年 4 月１日～2022 年 3 月 31 日） （単位：百万円、％）

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

1 株当たり

当期純利益

前回発表予想（A） △600 △550 △43 円 50 銭

実績値（B） △314 △370 △29 円 31 銭

増減額（B－A） 285 179 -

増減率（％） - - -

(ご参考) 前期連結実績

（2021 年 3 月期）
△2,426 △2,366 △187 円 16 銭

2. 差異の理由

2022 年 3 月期連結会計年度の決算数値につきましては、以下の事象により、2022 年 3 月 31 日

に公表しました通期業績予想との差異が生じました。

当社グループの空港店舗「BLUE SKY」において、3 月下旬のまん延防止等重点措置の解除に伴う

国内航空旅客需要の回復と一部販管費の圧縮により、見込みを上回りました。また、免税店舗「JAL

DUTYFREE」において見込んでおりました、たな卸資産の評価減が想定より縮小しました。加えて、

航空・空港事業における航空機エンジン部品販売、機械・資材事業における用紙販売、加工食品

の卸販売などが見込みより増加しました。

以上の結果、当連結会計年度における経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が前回予想

値を上回る結果となりました。

以 上


